
（仮称）北九州市循環型社会形成推進基本計画の策定について 

 
 
１．基本的姿勢 

世界の環境首都を目指し環境モデル都市の選定を受け、「北九州グリーンフロンティア

プラン」に基づき着実に取組みを進めていることを踏まえて、廃棄物処理の基本理念と

して、従来の「循環型」に「低炭素」、「自然共生」の観点を加え、持続可能な社会を目

指した今後１０年間における先駆的な廃棄物行政のあり方を示す。 
 
２．計画の対象 

低炭素化や自然共生の取組みと統合した循環型社会づくりは、都市・産業構造、市民

生活など「まちのカタチ」全てを包含することから、本市が産業都市である特性を踏ま

え、産業廃棄物を含めた廃棄物全体に関する計画とする。 
 
３．計画の視点 

 ○ 循環型社会、低炭素社会、自然共生社会の統合的な取組みを促進し、持続可能な社

会の実現 
○ 地域全体の環境負荷・エネルギー消費・社会コストの低減等を達成する地域循環圏

の構築 
○ エコタウンをはじめとする本市に集積する環境産業、環境国際協力等の基盤を活用

した環境国際ビジネスの推進 
 
４．計画期間 

  平成２３～３２年度（１０年間） 
 
５．検討体制 

○ 学識経験者等からなる「循環型社会づくりに向けたごみ処理のあり方を考える会」

を設置し、計画策定にあたって参考とする意見を聴取 

○ 計画策定経過を「環境審議会」に報告し、意見を聴取 

○ 関係団体との意見交換やシンポジウムの開催 
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６．計画策定スケジュール（案） 

 

９月 １０ １１ １２ １ ２ ３ ４月 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２
平成２２年度 平成２３年度

◎

考える会の開催

パブリックコメント 計画策定
（９月議会報告）

◎

素案策定
（常任委員会報告）廃掃法基本方針（公表予定）

○

パブコメ結果
（常任委員会報告）

 

 
 

 議  題（案） 

第１回 

（平成２２年１２月１６日） 

○ 一般廃棄物処理基本計画に基づく取組みの結果について 
○ 産業廃棄物処理の現状について 
○ 第２次循環型社会形成推進基本計画等について 
○ 次期基本計画の基本的な考え方について 

第２回 

（平成２３年１～２月） 
○ 論点整理 

第３回 

（平成２３年２～３月） 
○ 論点整理 

第４回 

（平成２３年４月） 
○ 基本計画素案（事務局案）について 

第５回 

（平成２３年８月） 

○ パブコメ結果について 
○ 成案報告 

 


